
千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

■ 増加 □ 横ばい □ 減少 □ かなり減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ 概ね寄与する □ □ できていない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ できている □ □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

■ 十分できている □ できている □ □ できていない

□ さらに重点化する ■ 現状のまま継続する □ 見直しのうえ継続する

□ 事業の縮小を検討する □ 休止、廃止を検討する

実績・成果等
（数値）

　H24年度就学援助児童生徒数　　小学生85名　　中学生66名　　計151名
 　　　　　　　　　　　　　（H23年度　　小学生98名　　中学生64名　　計162名）

平成２４年度
事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

事務事業名 就学援助事業 担当課名 教育総務課

事業の対象
　生活保護法(昭和25年法律第144号)第６条第２項に規定する要保護者とそれに準
ずる程度に困窮していると認めた者。

　生活に困窮していると認めた児童生徒に対し、学用品費や通学用品費、学校給
食費、医療費等の給付金を支給する。

総合計画の
主要施策名

（無し） 事業コード ―

12,185

外部評価 Ａ 評価委員意見 部局評価のとおり。

15,841
事　業　費

年度・区分

事業の効果等

　就学に必要な経費を補助することで保護者等の経済的負担を軽減でき、教育機
会の均等の保持を図ることができた。また、広報、まちづくりガイド、ホームページ掲
載はもとより、関係課（福祉保健課等）・各学校と連携し、制度の周知も広く行ってい
る。

事業の
方向性

内部評価 Ａ 優れた取組が多く、十分成果が上がっている

事
業
の
評
価

あまり寄与していない

あまりできていない

あまりできていない

判定説明
及び考察

　経済・雇用情勢の変化等に応じ、適宜適切に制度の見直しを図りつつ、周知による制
度利用の促進を図りたい。

平成24年度決算

事業の目的
　経済的な理由で就学困難な児童生徒の保護者に対し、教育に必要な経費を援
助することで保護者の経済的負担を軽減し、義務教育の円滑な実施に資する。

事業の内容

平成25年度予算平成23年度決算

金　　　額 15,829

美郷町教育委員会
２５


